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「地震・津波・コンビナート災害を考えるシンポジウム」開催
安全で防災に強いまち安全で防災に強いまちづくりを！安全で防災に強いまちづくりを！

 石油コンビナート災害から
 労働者と住民を守るために
梅枝裕一（日本共産党神奈川県委員会政策委員）

　鶴見区は京浜臨海部の中心地域で、コンビナート災
害を想定しないといけない。気仙沼では港から３キロ
離れた市街地の鹿折地区で10㌶もの大規模な延焼火災
が発生した。

 災害時における緊急医療
窪倉孝道（汐田総合病院院長）

　災害時に地域の中小病院はどのように備えるべきな
のか。災害時にどの程度の傷病で病院あるいは地域防
災拠点で治療を受けるのかを、市民に知らせていかな
ければいけない。

 横浜市防災対策の現状と課題
古谷やすひこ（日本共産党横浜市会議員）

　鶴見区には、津波警報伝達システムは１か所、避難
ビルは８か所しかない。市の防災計画をどうやって市
民に伝えていくかも問題がある。いまの効率優先の地
域開発から、安全で防災に強い街づくりを進めていく
よう、引き続き頑張りたい。

　会場から、「いざ津波が来てもどこに逃げていいのか
わからない」「軟弱な地盤を前提で対策をとるべき」「緊
急時にはどこでも医療がかかれるようにしてほしい」
などなど、数多くの質問や要望が出されました。

避難対象区域図

※この図に示す浸水予測区域などは、シミュレーション結果による
ものです。実際の津波発生時には、この図に示す浸水よりも、広
い範囲が浸水したり、浸水域が大きくなる場合があります。
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本市の検証により
浸水の可能性が
あるとした区域

神奈川県が想定した慶長型地震の津波による
浸水予測区域（浸水深）
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